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機械器具 32 医療用吸引器／一般的名称：ガス圧式吸引器 

エル・エス・ピー吸引器 
一般医療機器（特定保守管理医療機器） 

 

【警告】 

1 適応対象 

本器は手動式の吸引器のため、手術中等長時間使用はしない

こと。 

2 併用医療用具 

本器の駆動源である酸素不足（切れ）及び不具合が生じても

吸引行為が行えるように予備ボンベ及び代替器を準備する 

こと。 

3 医療用酸素（純酸素）を使用するため、使用中の火気は厳禁

のこと。 

 

【禁忌・禁止】 

1 本器は口腔内吸引を目的としています。気管支及び食道から

の吸引は行えない。 

2 長時間使用する際は、専用の吸引器に転換すること。 

 

 

【形状・構造及び原理等】※ 

＜形状＞ 

 
１． 各部名称 

①吸引カテーテル接続口 

②吸引作動ボタン 

③酸素ガス排出口 

④吸引ジャー 

⑤酸素供給ホース 

   ⑥吸引器ヘッド部 

   ⑦パッキン 

   ⑧吸引ジャー 

 

２．寸歩及び重量 

      93.5ｘ97.2ｘ121ｍｍ 

約 200g 

 

３．作動原理 

酸素ボンベ等の圧力を利用したベンチュリー方式で陰圧

を発生させ、吐物等を吸引する吸引器。 

 

4．品目仕様 

供給酸素圧力範囲：2.8～6.3kg／cm2 

作動温度範囲：-34～52℃ 

耐久温度範囲：-40～70℃ 

吸引力：‐400mmHg（3.5kg／cm2） 

ジャー容量：約 300ml 

材質：本体／アルミニューム 

ジャー／ポリプロピレン 

ホース接続口：Oxygen DISS 

 

【使用目的又は効果】※ 

意識不明又は呼吸停止患者の口腔内の吐物・分泌物の吸引 

 

【使用方法等】※ 

１．酸素供給ホースを酸素供給源に接続する。 

２．専用の吸引カテーテルを吸引カテーテル接続口①に接続  

する。 

３．患者の口を開け必要に応じバイトブロックを噛ませ、作動 

ボタン②を押し吸引する。吸引を停止する場合は、作動ボタン

を離す。連続的に吸引を行う場合は、ボタンを押して右に 

回しロックすることができ、停止する場合は左に回す。 

４．使用後は、吸引ジャーを取り外し自治体の規則に従って廃棄

すること。 

５．ジャーはガス滅菌又は消毒後中性洗剤で洗浄すること。 

 
６．洗浄後は正確に組み立て、エア漏れが無いことを確認する。 

パッキン⑦は消耗品のため、キズなどが発見した場合は交換

すること。 

７．吸引ジャー⑧に傷が有り、エア漏れが発生する場合は交換 

すること。 

 

【使用上の注意】※ 

1．本器を設置する時は、次の事項に注意すること。 

(ア) 水の掛からない場所に設置すること。 

(イ) 気圧、温度、湿度、風通し、日光、ほこり、塩分、硫黄

分等を含んだ空気により、悪影響を生ずる恐れの無い

場所に設置すること。 

(ウ) 傾斜、振動、衝撃（搬送時）等は与えない様にすること。 

(エ) 化学薬品の保管場所やガスの発生する場所には保管

しないこと。 

2．本器を使用する前には、次の事項に注意すること。 

(ア) 各部の固定状況、スイッチ状況、破損等の点検を行い、

正確に作動することを確認すること。 

(イ) 本器回路が完全に接続されているか確認すること。 

(ウ) 全ての回路が正確に接続されていることを確認する

こと。 

3．本器の使用後は次の事項に注意すること。 

(ア) 決められた手順により操作スイッチ等を使用前に戻す

こと。 

(イ) コード類の取り外しは無理な力を掛けないこと。 

(ウ) 保管場所の注意 

① 水が掛からない場所 

② 常温・常湿で直射日光が当たらない場所 

③ 振動や衝撃を受けない場所 

④ 化学薬品の保管場所お近くやガスの発生しない

場所 

(エ) 本器を次回の使用に支障の無いように準備すること。 

 

4．故障と思われる場合は、すぐに販売店あるいは当社まで連絡

すること。 

5．本器を改造しないこと。 

6．保守点検 

(ア) 必ず定期点検を実施すること。 



 

(イ) 長期間使用しなかった場合は、使用前に必ず正常に 

作動するか確認すること。 

7．消毒方法 

(ア) 使用後吸引ジャー必ず滅菌・消毒すること。 

(イ) 消毒後の組み立ては正確に実施し動作確認を行う 

こと。 

 

【保管方法及び有効期間等】※ 

１． 保管方法 

常温・常湿 

２． 使用期限 

耐用年数は 4 年。ただし、パッキンや吸引ジャー④の劣化・

キズ等が有った場合は、直ちに使用を中止し修理を依頼する

こと。尚、定期点検（1 回／年）を行った場合の耐用年数は

この限りではない。 

 

【保守・点検に係わる事項】※ 

使用者による保守点検事項 

1. 使用前や一定期間毎に最大換気圧を確認すること。 

2. パッキンや吸引ジャー④の劣化・キズを確認すること。 

業者による保守点検事項 

1 回／年製造販売業者による定期点検を実施すること。 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】※ 

「製造販売業者の名称及び住所」 

 
〒251-0871 神奈川県藤沢市善行 7-3-5 

TEL.0466-84-2485／FAX.0466-84-2484 

e-mail info@wako-shoji.com 

URL http://www.wako-shoji.com/ 

 

「製造業者の名称及び国名」 

製造先国名：アメリカ 

製造会社名：アライドヘルスケアプロダクツ社 

 


